
二
、
両
院
協
議
会
の
審
議
概
要

○
平
成
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
外
二
件
両
院
協
議
会

案
　
　
　
　
　
　
件

請
　
求

議
　
院

請
求
の
理
由

請
　
求
　
日

本
　
院
　
協

議
　
委
　
員

選
　
挙
　
日

両
院
協
議
会

開
　
会
　
日

成
　
案
　
の
　
議
　
決

備
　
　
　
　
考

参
　
議
　
院

衆
　
議
　
院

平
成
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
外
二

件

衆
議
院

参
議
院
が
衆

議
院
送
付
案

を
否
決

二
、

　
三
、
二
六

二
、

　
三
、
二
六

二
、

　
三
、
二
六

協
議
会
に
お
い
て
成
案
を
得

な
か
っ
た
。

憲
法
第
六
十
条
第
二
項
に

よ
り
衆
議
院
の
議
決
が
国

会
の
議
決
と
な
っ
た
。

平
成
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
外
二
件

両
院
協
議
会
参
議
院
協
議
委
員
議
長
報
告

　
　
平
成
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
外
二
件
両
院
協
議
会

　
の
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
院
協
議
委
員
は
、
先
ほ
ど
の
本
会
議
に
お
き
ま
し
て
議
長
よ
り
指

　
名
せ
ら
れ
ま
し
た
後
、
直
ち
に
協
議
委
員
議
長
及
び
副
議
長
の
互
選
を

　
行
い
、
そ
の
結
果
、
協
議
委
員
議
長
に
私
、
矢
田
部
理
が
、
副
議
長
に

　
太
田
淳
夫
君
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
衆
議
院
側
に
お
き
ま
し
て
は
、
野
田
毅
君
が
協
議
委
員
議
長

に
、
近
藤
鉄
雄
君
が
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
院
協
議
会
の
初
会
の
議
長
は
く
じ
に
よ
り
決
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
開
会
に
先
立
ち
抽
せ
ん
を
行
い
ま
し
た
結
果
、
参
議

院
側
協
議
委
員
議
長
の
私
、
矢
田
部
が
議
長
に
当
選
い
た
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
、
衆
議
院
側
佐
藤
信
二
君
か
ら
、

本
補
正
予
算
は
災
害
復
旧
等
事
業
費
、
国
家
公
務
員
の
給
与
改
善
費
、

地
方
交
付
税
交
付
金
、
厚
生
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
な
ど
特
に

緊
要
と
な
っ
た
事
項
に
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
で
、
国
民
生
活
に
と



っ
て
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
等
の
理
由
で
賛
成
、
次
に
、
本
院
側

安
恒
良
一
君
か
ら
、
本
補
正
予
算
三
案
に
は
、
財
政
法
第
二
十
九
条
の

趣
旨
か
ら
見
て
必
ず
し
も
計
上
す
べ
き
か
否
か
疑
問
と
も
言
え
る
経
費

が
あ
る
こ
と
、
本
補
正
予
算
に
は
、
税
の
過
小
見
積
も
り
に
伴
う
税
収

増
を
歳
出
拡
大
に
充
て
、
本
来
税
の
取
り
過
ぎ
は
減
税
等
に
回
す
べ
き

な
の
に
こ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
三
兆
二
千
億
円
の
税
の
自
然

増
収
が
あ
り
な
が
ら
公
債
発
行
額
の
縮
減
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
、
消
費
税
を
撤
廃
な
い
し
凍
結
し
て
国
民
合
意
の
税
制
改
革
を
進

め
る
こ
と
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
の
に
、
そ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
反
対
と
、
そ
れ
ぞ
れ
議
決
の
趣
旨
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
協
議
に
移
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
参
議
院
側
か
ら
、
両
院
協
議

会
と
し
て
参
議
院
側
が
指
摘
を
し
た
補
正
予
算
三
案
に
反
対
す
る
理
由

と
し
て
掲
げ
た
諸
事
項
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
補
正
予
算
が

成
立
で
き
る
よ
う
衆
議
院
側
に
協
力
を
要
請
す
る
旨
の
意
見
が
、
ま
た
、

衆
議
院
側
か
ら
、
本
補
正
予
算
は
、
国
民
生
活
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

な
も
の
で
あ
り
、
原
案
ど
お
り
成
立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
旨
の
意
見

が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
結
局
、
意
見
の
一
致
を
見
る
に
至

ら
ず
、
成
案
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。



○
平
成
二
年
度
一
般
会
計
暫
定
予
算
外
二
件
両
院
協
議
会

案
　
　
　
　
　
　
件

請
　
求

議
　
院

請
求
の
理
由

請
　
求
　
日

本
　
院
　
協

議
　
委
　
員

選
　
挙
　
日

両
院
協
議
会

開
　
会
　
日

成
　
案
　
の
　
議
　
決

備
　
　
　
　
考

参
　
議
　
院

衆
　
議
　
院

平
成
二
年
度
一
般
会
計
暫

定
予
算
外
二
件

衆
議
院

参
議
院
が
衆

議
院
送
付
案

を
否
決

二
、

　
四
、
　
四

二
、

　
四
、
　
四

二
、

　
四
、
　
四

協
議
会
に
お
い
て
成
案
を
得

な
か
っ
た
。

憲
法
第
六
十
条
第
二
項
に

よ
り
衆
議
院
の
議
決
が
国

会
の
議
決
と
な
っ
た
。

平
成
二
年
度
一
般
会
計
暫
定
予
算
外
二
件

両
院
協
議
会
参
議
院
協
議
委
員
議
長
報
告

　
　
平
成
二
年
度
一
般
会
計
暫
定
予
算
外
二
件
両
院
協
議
会
の
経
過
及
び

　
結
果
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
院
協
議
委
員
は
、
先
ほ
ど
の
本
会
議
に
お
き
ま
し
て
議
長
よ
り
指

　
名
せ
ら
れ
ま
し
た
後
、
直
ち
に
協
議
委
員
議
長
及
び
副
議
長
の
互
選
を

　
行
い
、
そ
の
結
果
、
協
議
委
員
議
長
に
私
、
矢
田
部
理
が
、
副
議
長
に

　
太
田
淳
夫
君
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
な
お
、
衆
議
院
側
に
お
き
ま
し
て
は
、
野
田
毅
君
が
協
議
委
員
議
長

　
に
、
近
藤
鉄
雄
君
が
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
院
協
議
会
の
初
会
の
議
長
は
く
じ
に
よ
り
決
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
開
会
に
先
立
ち
抽
せ
ん
を
行
い
ま
し
た
結
果
、
衆
議

院
側
協
議
委
員
議
長
の
野
田
君
が
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
、
衆
議
院
側
佐
藤
信
二
君
か
ら
、

本
暫
定
予
算
は
、
暫
定
期
間
中
に
お
け
る
人
件
費
、
事
務
費
等
の
経
常

経
費
の
ほ
か
、
社
会
保
障
関
係
費
等
既
定
施
策
に
係
る
経
費
に
つ
い
て

行
政
運
営
上
必
要
最
小
限
の
金
額
を
計
上
し
、
ま
た
、
新
規
施
策
に
つ

い
て
は
教
育
及
び
社
会
政
策
上
の
配
慮
か
ら
特
に
措
置
す
る
こ
と
が
適

当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
以
外
は
計
上
し
て
お
ら
ず
、
国
民
生
活
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
と
の
理
由
で
賛
成
、
次
に
、
本
院
側
穐
山
篤
君
か
ら
、

本
暫
定
予
算
は
、
国
民
が
撤
廃
な
い
し
凍
結
を
求
め
て
い
る
消
費
税
が



組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
暫
定
予
算
期
間
中
に
係
る
税
収
入
を
過
小

に
見
積
も
っ
た
り
、
消
費
税
収
入
が
あ
る
の
に
意
図
的
に
暫
定
予
算
か

ら
落
と
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
、
本
暫
定
に
は
、
本
来
暫
定
予
算
の
性

格
と
し
て
計
上
す
べ
き
で
な
い
政
策
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
等

の
理
由
に
よ
っ
て
反
対
と
、
そ
れ
ぞ
れ
議
決
の
趣
旨
の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
次
に
、
協
議
に
移
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
参
議
院
側
か
ら
、
両
院
協
議

会
と
し
て
、
本
院
側
が
指
摘
し
た
暫
定
予
算
三
案
に
反
対
す
る
理
由
と

し
て
掲
げ
た
諸
事
項
を
除
去
す
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
本
暫
定
予
算
が
成

立
で
き
る
よ
う
衆
議
院
側
に
協
力
を
要
請
す
る
旨
の
意
見
が
、
ま
た
衆

議
院
側
か
ら
、
本
暫
定
予
算
は
、
国
民
生
活
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で

か
つ
そ
の
成
立
が
急
が
れ
る
た
め
、
原
案
ど
お
り
成
立
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
旨
の
意
見
が
、
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
結
局
、
意
見

の
一
致
を
見
る
に
至
ら
ず
、
成
案
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。



○
平
成
二
年
度
一
般
会
計
暫
定
補
正
予
算
（
第
１
号
）
外
二
件
両
院
協
議
会

案
　
　
　
　
　
　
件

請
　
求

議
　
院

請
求
の
理
由

請
　
求
　
日

本
　
院
　
協

議
　
委
　
員

選
　
挙
　
日

両
院
協
議
会

開
　
会
　
日

成
　
案
　
の
　
議
　
決

備
　
　
　
　
考

参
　
議
　
院

衆
　
議
　
院

平
成
二
年
度
一
般
会
計

暫
定
補
正
予
算
（
第
１

号
）
外
二
件

衆
議
院

参
議
院
が
衆

議
院
送
付
案

を
否
決

二
、

　
五
、
一
八

二
、

　
五
、
一
八

二
、

　
五
、
一
八

協
議
会
に
お
い
て
成
案
を
得

な
か
っ
た
。

憲
法
第
六
十
条
第
二
項
に

よ
り
衆
議
院
の
議
決
が
国

会
の
議
決
と
な
っ
た
。

平
成
二
年
度
一
般
会
計
暫
定
補
正
予
算
（
第
１
号
）
外
二
件

両
院
協
議
会
参
議
院
協
議
委
員
議
長
報
告

　
　
平
成
二
年
度
一
般
会
計
暫
定
補
正
予
算
（
第
１
号
）
外
二
件
両
院
協

　
議
会
の
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
協
議
委
員
は
、
先
ほ
ど
の
本
会
議
に
お
き
ま
し
て
議
長
よ
り
指
名

　
せ
ら
れ
ま
し
た
後
、
直
ち
に
協
議
委
員
議
長
及
び
副
議
長
の
互
選
を
行

　
い
、
そ
の
結
果
、
協
議
委
員
議
長
に
私
、
矢
田
部
理
が
、
副
議
長
に
太

　
田
淳
夫
君
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
な
お
、
衆
議
院
側
に
お
き
ま
し
て
は
、
野
田
毅
君
が
協
議
委
員
議
長

　
に
、
近
藤
鉄
雄
君
が
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
院
協
議
会
の
初
会
の
議
長
は
く
じ
に
よ
り
決
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
開
会
に
先
立
ち
抽
せ
ん
を
行
い
ま
し
た
結
果
、
参
議

院
側
協
議
委
員
議
長
の
私
、
矢
田
部
が
議
長
に
当
選
い
た
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
、
衆
議
院
側
佐
藤
信
二
君
か
ら
、

本
暫
定
補
正
予
算
は
、
既
定
の
暫
定
予
算
に
準
じ
て
、
補
正
後
暫
定
予

算
期
間
中
に
お
け
る
人
件
費
、
事
務
費
等
の
経
常
的
経
費
の
ほ
か
、
既

定
施
策
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
行
政
運
営
上
必
要
最
小
限
の
計
上
に

と
ど
め
、
ま
た
、
新
規
施
策
に
つ
い
て
は
教
育
及
び
社
会
政
策
上
の
配

慮
か
ら
特
に
措
置
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
以
外
は
計
上

し
て
お
ら
ず
、
国
民
生
活
に
と
っ
て
必
要
、
不
可
欠
と
の
理
由
で
賛
成
、

次
に
、
本
院
側
穐
山
篤
君
か
ら
、
本
暫
定
補
正
予
算
は
、
政
府
・
自
民



党
の
協
調
な
き
国
会
運
営
の
結
果
、
既
定
の
五
十
日
の
暫
定
期
間
中
に

本
予
算
の
成
立
が
不
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
、
十
九
日
間
の
暫
定
補
正

を
必
要
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
し
、
国
政
運
営
に
遅
滞
を
生
じ
さ
せ
た
こ

と
、
歳
出
面
に
お
い
て
本
予
算
で
消
費
税
引
き
当
て
に
組
ま
れ
た
経
費

の
暫
定
期
間
見
合
い
相
当
額
に
つ
い
て
計
上
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
歳

入
面
に
お
い
て
、
暫
定
補
正
の
追
加
税
収
入
を
含
め
、
暫
定
期
間
を
通

ず
る
税
収
が
過
小
見
積
り
と
な
っ
て
お
り
、
税
収
入
の
計
上
に
疑
問
が

あ
る
こ
と
、
租
税
収
入
の
う
ち
、
消
費
税
収
入
が
あ
る
の
に
、
既
定
の

暫
定
予
算
に
引
き
続
き
本
暫
定
補
正
に
お
い
て
も
全
く
こ
れ
を
計
上
せ

ず
、
暫
定
予
算
に
係
る
歳
入
計
上
を
意
図
的
に
ゆ
が
め
て
い
る
こ
と
等

の
理
由
に
よ
っ
て
反
対
と
、
そ
れ
ぞ
れ
議
決
の
趣
旨
の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
次
に
、
協
議
に
移
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
参
議
院
側
か
ら
、
両
院
協
議

会
と
し
て
本
院
側
が
指
摘
し
た
暫
定
補
正
予
算
三
案
に
反
対
す
る
理
由

と
し
て
掲
げ
た
諸
事
項
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
暫
定
補
正
予

算
が
成
立
で
き
る
よ
う
衆
議
院
側
に
協
力
を
要
請
す
る
旨
の
意
見
が
、

ま
た
、
衆
議
院
側
か
ら
、
本
算
定
補
正
予
算
は
、
国
民
生
活
に
と
っ
て

必
要
不
可
欠
で
、
か
つ
そ
の
成
立
が
急
が
れ
る
た
め
、
原
案
ど
お
り
成

立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
旨
の
意
見
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、

結
局
、
意
見
の
一
致
を
見
る
に
至
ら
ず
、
成
案
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。



○
平
成
二
年
度
一
般
会
計
予
算
外
二
件
両
院
協
議
会

案
　
　
　
　
　
　
件

請
　
求

議
　
院

請
求
の
理
由

請
　
求
　
日

本
　
院
　
協

議
　
委
　
員

選
　
挙
　
日

両
院
協
議
会

開
　
会
　
日

成
　
案
　
の
　
議
　
決

備
　
　
　
　
考

参
　
議
　
院

衆
　
議
　
院

平
成
二
年
度
一
般
会
計

予
算
外
二
件

衆
議
院

参
議
院
が
衆

議
院
送
付
案

を
否
決

二
、

　
六
、
　
七

二
、

　
六
、
　
七

二
、

　
六
、
　
七

協
議
会
に
お
い
て
成
案
を
得

な
か
っ
た
。

憲
法
第
六
十
条
第
二
項
に

よ
り
衆
議
院
の
議
決
が
国

会
の
議
決
と
な
っ
た
。

平
成
二
年
度
一
般
会
計
予
算
外
二
件

両
院
協
議
会
参
議
院
協
議
委
員
議
長
報
告

　
　
平
成
二
年
度
一
般
会
計
予
算
外
二
件
両
院
協
議
会
の
経
過
及
び
結
果

　
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
院
協
議
委
員
は
、
先
ほ
ど
の
本
会
議
に
お
き
ま
し
て
議
長
よ
り
指

　
名
せ
ら
れ
ま
し
た
後
、
直
ち
に
協
議
委
員
議
長
及
び
副
議
長
の
互
選
を

　
行
い
、
そ
の
結
果
、
協
議
委
員
議
長
に
私
、
矢
田
部
理
が
、
副
議
長
に

　
太
田
淳
夫
君
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
な
お
、
衆
議
院
側
に
お
き
ま
し
て
は
、
越
智
伊
平
君
が
協
議
委
員
議
長

　
に
、
近
藤
鉄
雄
君
が
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
院
協
議
会
の
初
会
の
議
長
は
く
じ
に
よ
り
決
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
開
会
に
先
立
ち
抽
せ
ん
を
行
い
ま
し
た
結
果
、
参
議

院
側
協
議
委
員
議
長
の
私
、
矢
田
部
が
議
長
に
当
選
い
た
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
、
衆
議
院
側
佐
藤
信
二
君
か
ら
、

平
成
二
年
度
予
算
三
案
は
、
現
状
に
お
い
て
編
成
し
得
る
最
良
、
最
善

の
予
算
で
あ
っ
て
、
特
例
公
債
依
存
体
質
か
ら
の
脱
却
と
い
う
財
政
再

建
の
第
一
目
標
を
達
成
し
た
こ
と
、
社
会
保
障
関
係
費
の
拡
充
を
は
じ

め
と
し
て
国
民
生
活
の
充
実
等
、
時
代
の
要
請
に
適
確
に
対
応
し
た
予

算
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
我
が
国
が
経
済
大
国
と
し
て
国
際
社
会
で
積

極
的
に
貢
献
す
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
消
費
税
の
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
等
の
理
由
で
賛
成
、
次
に
、
本
院
側
安
恒
良
一
君
か



ら
、
平
成
二
年
度
予
算
三
案
に
は
、
国
民
が
撤
廃
な
い
し
凍
結
を
求
め

て
い
る
消
費
税
は
、
一
た
ん
撤
廃
な
い
し
凍
結
す
べ
き
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
歳
入
歳
出
に
組
み
込
ん
で
予
算
を
編
成
し
て
い
る

こ
と
、
最
近
に
お
け
る
政
府
の
税
収
の
過
小
見
積
り
は
異
常
で
あ
り
、

連
年
の
異
常
見
積
り
を
ベ
ー
ス
に
し
た
平
成
二
年
度
の
税
収
見
込
は
適

正
さ
に
疑
問
が
あ
る
こ
と
、
適
正
な
国
民
負
担
率
実
行
の
構
想
が
な
く
、

公
正
な
税
制
確
立
の
手
順
が
示
さ
れ
な
い
こ
と
、
国
際
軍
事
情
勢
が
対

決
か
ら
協
調
へ
劇
的
に
変
化
す
る
一
方
で
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
国

民
生
活
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
時
、
防
衛
費
突
出
、
国
民
生

活
軽
視
の
予
算
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
国
会
審
議
並
び
に
議
決
の
対
象

と
し
て
政
府
が
提
出
し
て
い
る
予
算
書
及
び
租
税
収
入
見
込
み
の
中
身

が
国
会
審
議
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
等
の
理
由
に

よ
っ
て
反
対
と
、
そ
れ
ぞ
れ
議
決
の
趣
旨
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
協
議
に
移
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
種
々
の
意
見
の
交
換
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
、
両
院
協
議
会
会
議
録
を
も
っ
て
御
承
知
願
い

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
最
後
に
両
院
を
代
表
し
て
、
参
議
院
側
か
ら
、
両
院
協
議
会
と
し
て
、

参
議
院
側
が
指
摘
し
た
予
算
三
案
に
反
対
す
る
理
由
と
し
て
掲
げ
た
諸

事
項
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
成
二
年
度
予
算
が
成
立
で
き
る

よ
う
衆
議
院
側
に
協
力
を
要
請
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
衆
議
院
側
か
ら
、
平
成
二
年
度
予
算
は
、
国
民
生
活
に
と
っ
て

　
不
可
欠
な
極
め
て
重
要
な
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
原
案
ど
お
り
成
立
す

る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
局
、
意
見
の
一
致
を
み
る
に
至
ら
ず
、
成
案
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




